
特
集
・
都
市
と
ご
み
―
ご
み
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て
①

生
活
の
変
化
・
ご
み
の
変
化

石
澤
清
史

一
―
資
洲
少
国
の
経
済
繁
栄

二
―
材
料
革
命
と
再
資
源
化

資
源
少
国
の
経
済
繁
栄

　
昭
和
六
十
年
代
は
、
日
本
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
未

曽
有
の
豊
か
な
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
豊
か
な
日
本
を
築
い
て
い
る
原
動
力
は
、
い
っ

た
い
何
だ
ろ
う
か
。

　
技
術
先
進
国
日
本
は
、
諸
外
国
か
ら
、
七
億
ト
ン

　
（
そ
の
う
ち
、
二
億
二
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
が
石
油
）
の

資
源
を
輸
入
し
て
、
八
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
製
品
を
加

工
し
、
利
潤
を
得
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
製
品
の
主
な
も
の
は
、
自
動
車
を
筆
頭
に
、
自

動
車
部
品
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
機
器
、
複
写
機
、
事
務
用
器
、
半

導
体
な
ど
で
あ
る
。
最
近
は
、
ラ
ク
ラ
ク
パ
ン
焼
き
器

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
に
、
二
万
台
輸
出
さ
れ
た
。

　
主
な
も
の
は
、
自
動
車
で
あ
る
。
自
動
車
は
、
つ
い

に
ア
メ
リ
カ
を
追
い
抜
き
、
年
間
生
産
一
、
二
〇
〇
万

台
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
、
約
六
五
〇
万
台
を
輸
出
し

て
い
る
。
逆
に
、
外
国
か
ら
の
輸
入
車
は
、
わ
ず
か
六

万
五
、
〇
〇
〇
台
（
そ
の
う
ち
、
四
万
台
が
西
ド
イ
ツ

車
）
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
自
動
車
産
業
は
、
日
本
経
済

の
基
幹
産
業
で
あ
る
。

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の
見
通
し
に
よ

る
と
、
日
本
の
貿
易
黒
字
は
、
八
五
〇
億
ド
ル
で
、
ア

メ
リ
カ
は
、
一
、
五
六
〇
億
ド
ル
の
赤
字
を
予
測
し
て

い
る
（
表
―
１
）
。
巨
額
な
数
字
な
の
で
実
感
が
わ
か

な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言

え
ば
、
一
秒
間
に
世
界
の
国
々
か
ら
、
四
〇
万
円
近
い

お
金
が
入
っ
て
き
て
い
る
勘
定
に
な
る
。

　
お
金
を
出
し
さ

え
す
れ
ば
、
七
億

ト
ン
の
資
源
が
買

え
る
。
こ
の
資
源

の
お
か
げ
で
、
経

済
大
国
、
技
術
大

国
を
謳
歌
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
も
し
、
こ
の
資

源
が
買
え
な
く
な

っ
た
ら
…
…
、
も

し
、
こ
の
資
源
が

底
を
つ
い
た
ら
…

…
と
、
考
え
る
の

表―１　ＯＥＣＤの経済見通し案―日米比較
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は
、
あ
ま
り
に
も
悲
観
的
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

ニ
　
材
料
革
命
と
再
資
源
化

　
日
本
が
、
資
源
少
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

た
ち
日
本
人
は
、
資
源
を
ど
れ
ほ
ど
無
駄
使
い
し
て
い

る
こ
と
か
。

　
最
近
、
風
雨
に
晒
さ
れ
、
野
積
み
、
山
積
み
さ
れ
て

い
る
廃
車
を
よ
く
見
か
け
る
。

　
わ
が
国
の
】
年
間
の
廃
車
台
数
は
、
三
七
〇
万
台
。

一
日
一
万
台
の
車
が
、
日
本
の
ど
こ
か
に
廃
棄
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
自
動
車
に
使
用
さ
れ
て
い
る
原
料
は
、
鉄
鋼
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
、
ス
ズ
、
鉛
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
塗
料
、
ゴ

ム
、
石
綿
、
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
な
ど
で
あ
る
が
、
日
本
で

産
出
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
ガ
ラ
ス
の
原
料
で
あ
る
珪

砂
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
近
頃
は
、
輸
入
資
源
に
頼
っ

て
い
る
。

　
廃
車
の
再
資
源
化
と
い
っ
て
も
、
く
ず
鉄
と
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
し
か
再
資
源
化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
自

動
車
に
占
め
る
鉄
の
割
合
は
、
九
〇
％
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
年
々
少
な
く
な
り
、
現
在
で
は
七
〇
％
を
割
ろ

う
と
し
て
い
る
、
そ
の
原
因
は
、
自
動
車
を
よ
り
軽
量

化
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
樹
脂
系
材
料

が
使
用
拡
大
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
（
図
―
１
）
。

確
か
に
、
こ
う
し
た
自
動
車
の
軽
量
化
が
燃
費
の
節
約

を
も
た
ら
し
た
プ
ラ
ス
面
は
否
定
で
き
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
化
学
品
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
協
会
の
専

門
会
議
で
、
鉄
鋼
協
会
の
代
表
は
、
ア
メ
リ
カ
自
動
車

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
傾
向
の
予
測
を
し
て
い
る
。
昭
和

五
十
年
か
ら
六
十
年
に
ア
メ
リ
カ
国
産
車
の
鋼
材
使
用

率
は
、
五
九
％
か
ら
五
四
％
へ
と
落
ち
て
い
る
。
六
十

五
年
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
デ
ィ
の
自
動
車
が
生

産
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｍ
の
場
合
、
車

一
台
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
は
、
五
十
六
年
に
九
一

キ
ロ
だ
っ
た
の
が
、
六
十
一
年
は
、
一
〇
九
キ
ロ
に
増

加
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
ボ
デ
ィ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

化
し
、
エ
ン
ジ
ン
も
フ
ァ
イ
ン
・
セ
ラ
ミ
ッ
タ
化
す
る

な
ど
材
料
革
命
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。

　
材
料
革
命
は
、
日
進
月
歩
ど
こ
ろ
か
、
い
ま
や
秒
進

日
歩
だ
が
、
再
資
源
化
す
る
あ
と
始
末
の
技
術
は
、
ま

だ
未
開
発
で
あ
る
。

　
一
六
年
前
に
は
、
メ
ー
カ
ー
が
自
動
車
を
製
造
し
、

販
売
店
が
こ
れ
を
販
売
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
基
本

と
し
て
、
廃
棄
車
両
の
処
理
は
販
売
店
の
責
任
に
よ
っ

て
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
動
車
工
業
会
も
販
売
店

も
、
処
理
費
を
支
払
う
の
に
ベ
ス
ト
な
方
策
が
な
い
。

廃
車
を
一
台
一
万
円
で
買
い
と
る
と
す
る
と
、
輸
送
費

や
処
理
費
、
人
件
費
を
差
し
引
く
と
八
、
〇
〇
〇
円
近

い
赤
字
に
な
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
あ
る
解
体
会
社

で
は
、
発
泡
ウ
レ
タ
ン
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ガ
ラ
ス
な

ど
は
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
が
、
な

ん
と
一
日
二
〇
万
円
、
一
ヵ
月
五
〇
〇
万
円
か
か
る
と

嘆
い
て
い
た
。
こ
れ
で
は
、
再
資
源
化
工
場
で
は
な

く
、
廃
棄
物
処
理
工
場
と
い
っ
た
方
が
い
い
。

　
常
に
経
済
コ
ス
ト
最
優
先
で
、
バ
ー
ジ
ン
原
料
と
市

場
競
争
を
し
て
い
く
宿
命
を
も
つ
再
資
源
化
産
業
。
日

々
高
ま
る
円
高
の
影
響
で
、
利
益
率
も
下
降
傾
向
を
た

ど
る
一
方
で
あ
る
。

　
自
動
車
と
な
ら
ん
で
、
家
具
、
家
電
製
品
―
こ
れ

が
粗
大
ゴ
ミ
の
三
役
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
高

度
経
済
成
長
の
落
し
子
で
あ
る
。
特
に
、
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
・
洗
濯
機
は
、
生
活
必
需
品
と
し
て
、
普
及
率
は

き
わ
め
て
高
い
。
そ
の
反
面
、
廃
棄
量
も
多
い
。

　
テ
レ
ビ
　
五
三
八
万
台

　
冷
蔵
庫
　
三
二
三
万
台

　
洗
濯
機
　
三
七
〇
万
台

こ
れ
ら
は
、
一
年
間
に
私
た
ち
が
廃
棄
し
て
い
る
数
で

あ
る
。

　
家
電
製
品
業
界
も
、
軽
量
化
競
争
を
し
て
い
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
の
部
品
開
発
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
、
実
に
種
類
が
多
い
。
種
類

が
異
な
る
と
、
そ
の
性
質
も
用
途
も
違
っ
て
く
る
。
大

き
く
は
、
熱
可
塑
性
と
熱
硬
化
性
に
分
け
ら
れ
、
さ
ら

に
三
〇
種
類
に
分
か
れ
る
。
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
に
使
用

さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
Ｐ
Ｐ
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
）
、
Ｐ
Ｅ
（
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
、
Ｐ
Ｓ
（
ポ
リ
ス

４
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図
―
１
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料
の
応
用
例
（
4
輪
）
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チ
レ
ン
）
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・
ブ
タ
ジ

ェ
ン
・
ス
チ
レ
ン
）
、
Ａ
Ｓ
（
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
・

ス
チ
レ
ン
）
な
ど
で
あ
る
。
洗
濯
槽
・
洗
濯
機
底
板
・

計
器
の
取
り
付
け
板
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｅ

は
、
成
形
品
の
原
料
と
し
て
も
使
用
で
き
る
が
、
冷
蔵

庫
の
本
体
内
箱
や
扉
内
箱
な
ど
の
Ｐ
Ｓ
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
、
Ａ

Ｓ
な
ど
は
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
混

入
し
て
も
、
ペ
レ
ッ
ト
化
が
む
ず
か
し
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
量
が
多
い
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機

な
ど
は
、
再
資
源
化
を
前
提
に
製
品
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
色
は
多
彩
に
せ
ず
、
ホ
ワ
イ

ト
を
基
調
に
す
る
。
色
の
つ
い
た
も
の
は
、
最
終
的
に

は
黒
色
の
も
の
に
し
か
再
生
利
用
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
ラ
ベ
ル
が
多
い
も
の
、
特
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
な
ど

は
、
な
か
な
か
は
が
れ
な
い
。
今
後
は
、
一
定
の
材
質

基
準
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
テ
レ
ビ
の
大
半
は
、
廃
棄
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
し

か
し
、
テ
レ
ビ
に
は
、
金
、
銀
、
銅
な
ど
高
品
質
な
非

鉄
金
属
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
前
面
ガ

ラ
ス
は
、
チ
タ
ン
、
バ
リ
ウ
ム
の
酸
化
物
を
加
え
て
、

一
ミ
リ
か
ら
五
ミ
リ
の
ビ
ー
ズ
玉
に
し
て
い
る
。
こ
の

ビ
ー
ズ
玉
は
、
光
の
屈
折
率
が
一
・
八
以
上
あ
り
、
研

磨
剤
に
使
用
さ
れ
る
。

　
な
ん
と
か
し
て
テ
レ
ビ
か
ら
貴
重
な
資
源
を
回
収
で

き
な
い
か
、
と
研
究
の
末
、
技
術
開
発
を
し
た
人
が
い

る
。
兵
庫
県
氷
上
町
の
古
田
博
恒
さ
ん
（
六
三
歳
）
で

あ
る
。
彼
は
、
こ
れ
を
「
高
度
資
源
化
シ
ス
テ
ム
」
と

呼
び
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
成
功
さ
せ
た
。

　
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
取
り
外
し
た
後
、
燃
焼
さ
せ
、
酸
素

の
量
を
順
次
減
ら
し
て
い
く
蒸
し
焼
き
方
式
で
あ
る
。

火
を
い
れ
て
、
三
〇
分
後
に
二
〇
〇
度
に
し
、
さ
ら
に

一
時
間
後
三
〇
〇
～
三
五
〇
度
に
し
て
い
き
、
こ
の
状

態
を
三
時
間
続
け
る
。
温
度
差
に
よ
っ
て
、
金
、
銀
、

銅
を
分
離
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
回
収
し
た
金
は
、
一
グ
ラ
ム
当
た
り
一
、
八
〇
〇
円
、

銀
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
万
四
、
〇
〇
〇
～
二

万
五
、
〇
〇
〇
円
、
銅
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
一
、

三
〇
〇
～
一
、
四
〇
〇
円
で
売
却
し
て
い
る
。
現
在
一

ヵ
月
二
、
〇
〇
〇
台
を
処
理
し
て
い
る
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
だ
と
、
月
に
八
、
〇
〇
〇
台
か
ら
一
万
台
の
処
理

が
可
能
で
あ
る
。

　
テ
レ
ビ
の
引
き
取
り
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
無
料
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
料
金
を
取
り
、
一

台
五
〇
〇
円
を
販
売
店
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
や
り
く
り
で
、
辛
う
じ
て
円
高
に
対
処
し
て
い

る
。

　
再
資
源
化
の
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
る
。
一
人
の
技

術
者
の
研
究
に
終
ら
せ
な
い
で
、
な
ん
と
か
回
収
シ
ス

テ
ム
を
制
度
化
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
ペ
イ
す

る
、
ペ
イ
し
な
い
と
い
う
経
済
性
を
最
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
資
源
と
い
う
視
点
か
ら
の
大
胆
な
政
策
を
期

待
し
た
い
。

①
―
ビ
ニ
ー
ル
袋
追
放
、
イ
タ
リ
ア
の
選
択

　
そ
の
好
例
が
イ
タ
リ
ア
に
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ア
で
は
、
昭
和
六
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
、

ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
包
装
物
を
国
で
は
、
一
切
製
造
し
な
い
、
販
売
し
な

い
法
律
を
つ
く
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
追
放
で
あ
る
。

　
こ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
こ
ん
な
出
来
事
で

あ
っ
た
。
五
十
八
年
五
月
、
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
に
体
長

七
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三
ト
ン
の
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
死
ん
で
い
た
。
死
因
を
調
べ
る
た
め
に

解
剖
し
た
と
こ
ろ
、
体
内
か
ら
五
〇
枚
を
超
え
る
ビ
ニ

ー
ル
袋
が
出
て
き
た
。
こ
れ
が
原
因
で
、
滋
養
分
を
体

内
に
吸
収
で
き
ず
に
栄
養
失
調
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
報
じ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
国
民
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
人
間
の
便
利
さ
の
た
め
に
、
動
物
を
死
に
追
い
や

っ
た
、
な
ん
て
罪
深
い
こ
と
を
し
て
き
た
の
か
と
猛
省

を
し
、
世
論
が
湧
い
た
。
国
会
で
も
対
策
を
論
じ
合
っ

た
。

　
「
商
品
の
正
味
重
量
販
売
に
関
す
る
法
律
」
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
改
正
し
た
。
再
生
繊
維
で
つ
く
ら
れ
て

い
な
い
紙
状
物
質
の
包
装
物
、
自
然
に
有
機
分
解
し
な

い
物
質
か
ら
で
き
て
い
る
包
装
物
の
生
産
・
販
売
を
禁

じ
る
法
律
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
。
違
反
し
た
小
売
商

に
は
、
一
五
万
リ
ラ
か
ら
六
〇
万
リ
ラ
、
違
反
し
た
卸

売
商
に
は
三
〇
万
リ
ラ
か
ら
一
二
〇
万
リ
ラ
の
罰
金
を

科
す
る
罰
則
を
設
け
た
。
イ
タ
リ
ア
国
内
で
、
生
産
消

６
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費
さ
れ
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
包
装
は
、
七
五
万
ト
ン
、
六

億
袋
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
、
二

一
○
万
ト
ン
、
イ
タ
リ
ア
の
お
よ
そ
三
倍
も
の
ビ
ニ
ー

ル
包
装
を
消
費
し
て
い
る
が
、
誰
か
ら
も
疑
問
は
起
こ

ら
ず
、
年
々
増
加
し
つ
づ
け
て
い
る
。

　
こ
の
法
律
改
正
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア

消
費
者
連
盟
の
ド
ナ
事
務
局
長
で
あ
る
。

　
―
私
は
人
間
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ

　
け
で
あ
る
。
生
物
が
共
存
で
き
な
く
な
る
世
の
中

　
は
、
不
自
然
で
あ
る
。
そ
の
不
自
然
さ
に
気
が
つ
い

　
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
語
る
ド
ナ
事
務
局
長
の
英
断
と
実
行
力
に
私
た

ち
日
本
人
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
か
つ
て
中
国
の
商
店
で
買
い
物
を
す
る
と
、
古
紙
を

利
用
し
た
袋
に
品
々
を
入
れ
て
く
れ
た
が
、
最
近
は
、

流
通
の
近
代
化
と
い
う
こ
と
で
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
袋
が
出
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本

の
あ
る
商
社
と
中
国
と
の
合
弁
で
つ
く
ら
れ
た
上
海
市

近
郊
の
上
海
石
化
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
の
工
場
で
生
産
さ

れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
十
一
月
に
稼
動
し
た
も
の

で
、
年
間
二
、
〇
〇
〇
ト
ン
を
生
産
し
、
袋
に
す
る
と

六
億
個
に
あ
た
る
。

　
日
本
人
一
人
当
た
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
は
、

年
間
五
〇
キ
ロ
だ
が
、
中
国
人
は
、
わ
ず
か
二
キ
ロ
だ

と
い
う
。
し
か
し
、
流
通
の
近
代
化
の
名
の
も
と
に
、

第
二
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
文
明
国
日
本
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
い
の
に
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。

②
―
再
生
資
源
の
危
機

　
「
毎
度
お
な
じ
み
の
チ
リ
紙
交
換
車
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
日
本
人
に
親
し
ま
れ
た
古
紙
回
収
業
者
の
声
を

聞
く
こ
と
が
、
最
近
と
み
に
少
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
昭
和
六
十
年
、
東
京
都
内
に
三
、
〇
〇
〇

台
走
っ
て
い
た
チ
リ
紙
交
換
車
が
、
現
在
は
わ
ず
か
三

〇
〇
台
に
激
減
し
て
い
る
。
回
収
業
者
か
ら
、
直
納
問

屋
が
買
い
入
れ
る
値
段
は
、
か
つ
て
、
一
キ
ロ
二
五
円

～
二
六
円
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
五
円
以
下
に
な
っ

て
い
る
。
日
を
追
っ
て
の
円
高
に
よ
る
輸
入
急
増
の
あ

お
り
で
再
生
資
源
の
原
料
が
だ
ぶ
つ
き
、
古
紙
相
場
が

暴
落
し
た
こ
と
が
第
一
の
原
因
で
あ
る
。
第
二
の
原
因

は
、
紙
の
生
産
に
あ
た
っ
て
、
製
紙
会
社
が
紙
の
品
質

を
一
定
レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
た
め
に
古
紙
の
混
入
率
を

抑
制
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
古
紙
は
、

　
①
チ
リ
紙
交
換

　
②
集
団
回
収

　
③
自
治
体
回
収

の
三
つ
の
ル
ー
ト
で
回
収
さ
れ
、
資
源
化
さ
れ
て
い
る

が
、
自
治
体
よ
り
も
、
①
②
の
ル
ー
ト
の
場
合
が
多

い
。
中
で
も
、
新
聞
紙
の
回
収
率
は
、
七
六
％
で
二
〇

〇
万
ト
ン
、
世
界
一
の
回
収
率
で
あ
る
。

　
新
聞
紙
の
原
料
構
成
を
重
量
比
で
み
る
と
、
廃
材
六

一
・
五
％
、
古
紙
三
〇
・
八
％
、
原
木
七
・
七
％
と
古

新
聞
の
約
三
割
が
再
生
資
源
と
し
て
生
き
返
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
古
新
聞
の
回
収
が
減
る
に
つ
れ
て
、
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
ら
れ
、
焼
却
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

福
岡
県
久
留
米
市
で
は
、
回
収
業
者
が
市
に
補
助
金
を

要
求
し
て
、
市
役
所
の
前
に
古
紙
を
ば
ら
ま
く
騒
動
が

あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
円
高
が
進
め
ば
、
チ
リ
紙
交
換
業

者
の
多
く
が
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
古
紙
回
収
業

界
は
、
大
ピ
ン
チ
で
あ
る
。
消
費
者
、
市
民
の
協
力
に

よ
る
世
界
一
の
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊

寸
前
で
あ
る
。

③
―
便
利
な
く
ら
し
の
見
直
し

　
　
「
三
回
お
し
っ
こ
を
し
て
も
大
丈
夫
」
の
紙
お
む
つ

を
使
用
す
る
ヤ
ン
グ
・
マ
マ
が
急
増
し
て
い
る
。
五
〇

〇
万
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
、
三
一
％
、
一
五
五
万
人

の
赤
ち
ゃ
ん
が
紙
お
む
つ
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

布
の
お
む
つ
に
く
ら
べ
洗
濯
の
手
間
が
省
け
、
吸
水
力

が
強
く
、
た
び
た
び
替
え
な
く
て
も
よ
い
。
そ
ん
な
便

利
さ
が
人
気
の
秘
密
で
あ
る
。
　

　
紙
お
む
つ
の
歴
史
は
、
一
九
四
〇
年
代
半
ば
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
誕
生
し
た
。
ド
イ
ツ
の
経
済
封
鎖
の
あ
お

り
で
、
綿
布
と
洗
剤
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た
め
、

布
お
む
つ
の
洗
濯
が
で
き
な
く
な
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
の
よ
う
に
紙
を
つ
か
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
で
生
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ま
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
紙
お
む
つ
は
、
ア
メ
リ
カ

に
渡
り
爆
発
的
に
普
及
し
た
。
日
本
で
本
格
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
に
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
＆
Ｇ
（
プ
ロ
ク
タ
ー
・
ア
ン
ド
・
ギ
ャ

ン
ブ
ル
）
社
が
、
日
本
で
販
売
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ

っ
た
。
当
時
の
生
産
量
は
七
、
六
〇
〇
ト
ン
だ
っ
た
が
八

六
十
二
年
は
、
一
三
万
ト
ン
を
こ
え
る
。
枚
数
も
年
々

増
加
し
、
六
十
二
年
は
、
二
七
億
枚
を
こ
え
る
。

紙
お
む
つ
の
原
料
は
、
綿
状
パ
ル
プ
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
、
合
成
繊
維
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
複
合
素
材

製
品
で
あ
る
。
重
量
の
六
～
七
割
が
パ
ル
プ
で
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
資
源
で
あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
と

大
人
用
の
お
む
つ
全
て
を
紙
お
む
つ
に
転
換
し
た
ら
、

五
一
万
ト
ン
の
森
林
資
源
が
必
要
に
な
る
と
推
定
さ
れ

る
。
日
本
衛
生
材
料
工
業
連
合
会
で
は
、
こ
の
数
字

は
、
日
本
の
森
林
資
源
全
体
の
○
・
○
三
％
に
過
ぎ

ず
、
世
界
の
森
林
資
源
か
ら
み
れ
ば
さ
ら
に
そ
の
百
分

の
一
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
し
か
も
、
紙
お
む
つ

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
ル
プ
材
は
、
建
材
な
ど
を

生
産
す
る
際
に
副
生
す
る
チ
ッ
プ
や
間
伐
材
な
ど
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
森
林
資
源
の
ム
ダ
使
い
に
は
な
ら
な

い
と
言
明
し
て
い
る
。

　
紙
お
む
つ
は
、
可
燃
ゴ
ミ
か
、
燃
え
な
い
分
別
ゴ
ミ

か
の
論
争
が
あ
っ
た
が
、
六
十
一
年
十
月
、
東
京
都
清

掃
局
は
「
可
燃
ゴ
ミ
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に
決
定
し

た
。
都
内
二
三
区
で
の
紙
お
む
つ
の
排
出
量
は
六
、
〇

○
○
ト
ン
を
超
え
る
と
い
う
。
ゴ
ミ
の
中
に
占
め
る
紙

お
む
つ
の
率
は
年
々
増
え
つ
づ
け
て
い
る
。
普
及
率
を

み
る
と
、
北
欧
一
〇
〇
％
。
フ
ラ
ン
ス
九
〇
％
。
ア
メ

リ
カ
八
五
～
九
〇
％
に
対
し
て
、
日
本
は
ま
だ
三
〇
％

と
低
い
。
将
来
の
有
望
な
成
長
産
業
で
あ
る
と
、
三
四

社
が
新
製
品
を
開
発
中
で
あ
り
、
紙
お
む
つ
は
ま
す
ま

す
生
活
の
中
に
定
着
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
資
源
と
い
う

側
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ゴ
ミ
問
題
の
新
た
な
問
題

を
惹
起
す
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。

　
最
近
、
使
い
捨
て
商
品
が
若
者
を
中
心
に
爆
発
的
に

売
れ
て
い
る
。
か
つ
て
高
級
品
の
代
名
詞
だ
っ
た
カ
メ

ラ
が
わ
ず
か
一
、
〇
〇
〇
円
で
買
え
る
。
安
い
代
わ
り

に
、
二
四
枚
写
し
た
ら
終
わ
り
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ト
商
品

と
し
て
、
今
も
な
お
売
れ
つ
づ
け
、
年
間
一
、
〇
〇
〇

億
円
稼
い
で
い
る
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
は
、
六
五
〇
円
。

Ａ
Ｍ
放
送
し
か
受
信
で
き
な
い
。
お
よ
そ
五
〇
時
間
し

か
も
た
な
い
。
五
〇
〇
円
の
電
気
ひ
げ
そ
り
は
、
わ
ず

か
二
〇
分
し
か
使
用
で
き
な
い
。
し
か
し
、
発
売
と
と

も
に
何
十
万
個
と
売
れ
た
。
安
く
て
、
手
軽
で
、
便
利

な
と
こ
ろ
が
う
け
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
商
品
も
、
そ
の
寿
命
は
き
わ
め
て
短
い
。

こ
の
よ
う
な
使
い
捨
て
商
品
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い

く
。
わ
ず
か
な
お
金
で
、
何
で
も
手
に
入
る
。
使
い
終

わ
れ
ば
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
ポ
イ
と
捨
て
る
。

　
日
本
人
の
寿
命
は
世
界
一
長
い
の
に
、
日
本
の
「
物
」

の
寿
命
は
世
界
一
短
か
く
、
は
か
な
い
。

④
―
生
産
性
最
優
先
主
義
の
ギ
ア
・
チ
ェ
ン
ジ

　
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
先
進
国
ア
メ
リ
カ
で
は
、

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
の
考
え

方
や
経
済
の
あ
り
方
、
生
産
の
あ
り
方
に
疑
問
を
持
ち

つ
づ
け
て
き
た
。
な
に
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
一
年
間
に

消
費
さ
れ
る
資
源
の
量
は
、
わ
が
国
に
比
較
し
て
桁
は

ず
れ
に
多
い
。

　
鉄
　
鋼
　
一
、
一
〇
〇
万
ト
ン

　
ア
ル
ミ
　
　
　
　
八
〇
万
ト
ン

　
ガ
ラ
ス
　
一
、
三
〇
〇
万
ト
ン

　
紙
　
　
　
六
、
〇
〇
〇
万
ト
ン

　
さ
ら
に
、
自
動
車
は
七
〇
〇
万
台
、
テ
レ
ビ
は
七
六

〇
万
台
、
空
き
カ
ン
は
、
一
七
〇
億
個
、
空
き
び
ん
は

三
八
〇
億
本
と
膨
大
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
大
統
領
だ
っ
た
カ
ー
タ
ー
の
ブ
レ
ー
ン
の

一
人
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
リ
フ
キ
ン
は
『
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の

法
則
』
を
書
き
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
あ
り
方
や
生
産
の

あ
り
方
を
根
底
か
ら
問
い
直
し
て
い
る
。

　
　
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則
」
と
は
、
熱
力
学
の
法
則

で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
「
宇
宙
に
お
け
る
全
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
総
和
は
一
定
で
、
全
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
は
絶
え
ず

増
大
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が

増
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
不
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
も
た
ら
す
最
大
の
も
の
は
、
公
害
で
あ
る
。
ま
た
、
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産
業
廃
棄
物
や
家
庭
ゴ
ミ
は
、
消
費
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

都
市
は
使
用
可
能
な
資
源
を
消
費
し
つ
く
し
、
自
己

破
産
に
至
る
運
命
に
あ
る
と
、
リ
フ
キ
ン
は
強
調
す

る
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
主
流
で
あ
っ
た
考
え
方
、
つ
ま

り
生
産
性
最
優
先
主
義
を
排
除
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

に
代
わ
っ
て
、
人
間
の
生
活
に
適
し
た
生
産
活
動
を
優

先
さ
せ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
と
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
自

然
と
の
調
和
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
て
い

る
。

　
か
つ
て
、
国
連
本
部
で
世
界
が
直
面
し
て
い
る
重
要

な
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
映
画
を
製
作
し
て
き
た
某
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
私
に
こ
う
言
っ
た
。

　
　
「
人
類
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
創
造
す
る
と
同
時
に

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
す
る
。
創
造
と
破
壊
は
、
同
心

円
を
描
い
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
破

壊
が
あ
り
、
創
造
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
然
の
摂
理
の

よ
う
だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活

の
周
囲
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
破
壊
の
速
度
の
方
が
、

創
造
の
速
度
を
追
い
越
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
は
、
破
壊
の

象
徴
で
あ
る
。
破
壊
さ
れ
た
も
の
は
無
残
に
捨
て
ら
れ

る
。
こ
れ
が
長
い
歳
月
の
習
慣
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ゴ
ミ
の
量
は
、
一
日
二
万
七
、
〇
〇
〇
ト
ン

も
あ
る
。
大
半
が
埋
立
地
に
捨
て
ら
れ
る
。
破
壊
―

捨
て
る
、
こ
の
思
考
の
パ
タ
ー
シ
を
変
革
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
資
源
保
全
や
環
境
美
化
を
促
進
す
る
目
的

も
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
生
存
す
る
人
類

が
、
従
来
の
思
考
傾
向
を
き
っ
ぱ
り
捨
て
去
り
、
新
し

い
論
理
哲
学
を
生
み
だ
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
」

　
彼
と
の
出
会
い
は
、
す
で
に
一
五
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。
日
進
月
歩
の
世
の
中
と
は
い
え
、
こ
と
ゴ
ミ
問
題

の
本
質
に
つ
い
て
は
余
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

⑤
―
元
栓
を
閉
め
よ
う

　
こ
れ
ま
で
の
経
済
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
よ
り
低
く
、

売
価
を
よ
り
高
く
と
い
う
単
純
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
突
き

進
ん
で
き
た
。
社
会
的
費
用
を
考
慮
に
入
れ
な
い
で
発

展
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
空
き
カ
ン
に
つ
い
て
も
、

投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
カ
ン
が
公
害
や
環
境
問
題
・
資

源
問
題
を
引
き
起
こ
す
ま
で
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
空
き
カ
ン
の
量

が
増
大
し
、
そ
の
結
果
、
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
社
会
問

題
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
を
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
企
業
に
と
っ
て
社
会
的
責
任
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
資
源
が
少
な
い
日
本
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
型
の
生
産
構
造
を
義
務
づ
け
、
環
境
を
汚
さ
な

い
経
済
法
則
を
う
ち
だ
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
自
身
も
、
た
だ
生
活
が
便
利
に

な
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
幸
わ
せ
に
な
る
こ
と
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の
発
想

や
価
値
観
、
生
活
観
の
軌
道
修
正
、
ギ
ア
・
チ
ェ
ン
ジ

が
不
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
敵
は
ほ
か
な
ら
ぬ
私
た

ち
自
身
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
、
分
別
、
選
別
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
私
た
ち
市
民
が
協
力
で
き
る
こ
と
は
実
行
し

て
き
た
し
、
効
果
も
上
っ
て
い
る
。

　
東
京
目
黒
の
住
民
グ
ル
ー
プ
「
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を

め
ざ
す
目
黒
連
絡
会
」
は
、
都
市
砂
漠
と
い
わ
れ
る
大

都
会
で
ど
う
リ
サ
イ
ク
ル
に
と
り
く
む
か
と
い
う
難
題

に
と
り
く
み
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
六
十
二
年
十
二
月
、
愛
知
県
下
の
米
穀
店
五

店
が
共
同
で
、
各
家
庭
の
不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

冊
子
「
お
米
屋
さ
ん
の
八
十
八
（
こ
め
）
ネ
ッ
ト
・
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
」
を
発
行
し
た
。
米
穀
店
が
宅
配
の
折

に
、
一
万
軒
の
得
意
先
の
家
庭
か
ら
冷
蔵
庫
、
自
転
車

な
ど
不
用
品
の
売
却
希
望
や
中
古
品
の
購
入
希
望
情
報

を
集
め
、
毎
月
一
回
発
行
、
各
家
庭
に
配
布
す
る
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
や
民
間
業
者
の
間
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
試
み
を
し
て
い
る
の
に
ゴ
ミ
問
題
の
本
質
が
変

わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　
ひ
と
つ
の
比
喩
で
考
え
て
み
た
い
。
水
道
は
、
蛇
口

の
栓
を
ゆ
る
め
な
い
と
水
は
出
て
こ
な
い
。
逆
に
栓
を

し
め
る
と
水
は
止
ま
る
。
今
ま
で
の
ゴ
ミ
問
題
を
考
え

る
と
、
蛇
口
か
ら
出
て
き
た
水
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
ど
う
処
理
し
、
ど
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図
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ご
み
処
理
を
め
ぐ
る
問
題
の
関
連
図
（
川
崎
市
）
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う
減
量
化
す
る
か
、
ど
う
資
源
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
お
い
て
き
た
き
ら
い
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
ゴ
ミ
問
題
の
本
質
は
。
蛇

口
以
前
の
と
こ
ろ
に
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
栓
を

ぎ
ゅ
っ
と
固
く
閉
め
る
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
も
の
の
生
産
の
し
か
た
、
経
済
の
し
く
み
、
再
資

源
化
を
前
提
に
し
た
技
術
開
発
…
…
な
ど
で
あ
る
。

⑥
―
今
こ
そ
ガ
ボ
ロ
ジ
ー

　
ま
た
、
リ
フ
キ
ン
が
強
調
す
る
よ
う
に
全
地
球
的
な

ス
ケ
ー
ル
で
ゴ
ミ
問
題
を
と
ら
え
直
さ
な
く
て
な
ら
な

い
。
た
と
え
ば
、
都
市
学
、
物
理
学
、
工
学
、
化
学
、

生
態
学
、
経
済
学
、
農
学
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
学
問
領

域
を
包
括
し
た
よ
う
な
視
点
で
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
ゴ
ミ
問
題
の
周
辺
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
着
目
し
な
け
れ
ば
、
抜
本
的
解
決
に
は
な
ら

な
い
。
ゴ
ミ
の
性
状
と
量
に
つ
い
て
は
農
地
へ
の
還
元

と
い
う
こ
と
で
農
業
政
策
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ゴ

ミ
の
捨
て
方
、
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
教
育
の

問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。
収
集
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
幅

員
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
住
宅
の
問
題
。
輸
送
に
つ
い
て

は
、
悪
臭
や
公
害
の
問
題
、
道
路
整
備
の
問
題
。
埋
立

地
に
つ
い
て
は
、
衛
生
工
学
的
研
究
、
港
湾
、
建
設
、

あ
る
い
は
、
都
市
計
画
と
い
っ
た
多
様
な
問
題
と
か
ら

み
合
っ
て
く
る
（
図
―
２
）
。

　
今
後
、
ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る
場
合
、
各
個
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
い
る
諸
政
策
、
諸
運
動
、
諸
技
術
を
そ
れ
ぞ

れ
有
機
的
に
組
織
化
し
、
体
系
化
す
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
を
調
整
し
具
体
的
プ

ラ
ン
を
立
案
す
る
機
能
的
組
織
が
な
い
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
、
市
民

に
開
か
れ
た
史
上
初
の
学
問
「
ガ
ボ
ロ
ジ
ー
（
ゴ
ミ

学
）
」
を
私
は
、
長
い
間
主
張
し
て
き
た
。
私
が
日
本

で
初
め
て
用
い
は
じ
め
た
「
ガ
ボ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
こ

と
ば
が
、
多
く
の
人
に
用
い
ら
れ
、
社
会
的
認
知
を
得

て
き
た
。
ガ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
を
提
唱
し
て
い
る
人
も
い

る
。

　
　
「
ガ
ボ
ロ
ジ
ー
」
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

ゴ
ミ
教
育
を
徹
底
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
の

日
本
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
、
ゴ
ミ
問
題
に
対
し
て

の
理
解
・
認
識
は
深
い
と
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
の
国

民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
基
盤
に
し
て
、
広
汎
な
ゴ
ミ
教

育
を
組
織
化
・
体
系
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
三
つ
の
「
学

習
の
場
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
教
育
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
∧
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
制
作
部
長
Ｖ
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